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研究成果の概要 

機能性酸化物材料、特に鉄系（ガーネット、スピネル型）物質を対象に、エピタキシャル薄膜成長

時に 10nm以上の領域にわたって傾斜格子歪が発生する物質系として、既報告の Sm鉄ガーネッ

ト以外の希土類系（Eu,Lu他）へも材料探索を拡大した。ガーネット型鉄酸化物・スピングラス薄膜

(Al置換 Y3Fe5O12薄膜)において、結晶成長条件を最適化することにより、室温を超えるスピン凍

結温度を実現し、ニューロモルフィックデバイスや脳機能模倣素子に応用する上で重要となるエー

ジング効果、メモリ効果、および光誘起磁性を室温において観測することに成功した。また、ヘテロ

接合型スピン波変調素子の開発に向けて、非ガーネット型鉄酸化物の高品質なエピタキシャル結

晶薄膜を作製するための手法を開発し、この手法を用いて作製したスピネル型γ-Fe2O3の薄膜に

おいて、室温でのスピン波の伝搬を実現した。 

物性設計および評価に関して、異方的電荷物性評価ならびに光電荷応答による物性評価のため

の予備実験として、エアープラズマ広帯域テラヘルツ分光システムを用いたβ-Ga2O3の TO1フォ

ノンの振動周波数の温度依存性を計測した。またテラヘルツ放射分光により VO2の仕事関数の定

量評価、および Bi2Te3-Te共晶 p-n接合における分極構造および光電流を測定した。さらに、ガー

ネット構造の Y3Fe5O12ドープ系におけるサイト選択性について第一原理計算の配置モデルを準

備し、Al、Ga、Inを Feサイトに置換した場合の相対的安定性を議論した。グラス転移温度を計算

する多階層連結手法を開発し、Fe3O4ドープ系で精度評価を実施した。Flexoelectricityの発現機

構を調べる最初のモデルとしてMgO薄膜に電場を印加し原子変位と電気分極を計算した。 
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